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船舶事故調査報告書 

 

                             平成２８年１２月１日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  庄 司 邦 明（部会長） 

                         委   員  小須田   敏 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 乗組員死亡 

発生日時 平成２８年２月３日 ０８時２８分ごろ 

発生場所 京都府伊根町新井
に い

漁港北東方沖 

 新井港防波堤灯台から真方位０２８°１,４００ｍ付近 

 （概位 北緯３５°４２.２′ 東経１３５°１８.８′） 

事故の概要  漁船第十一新井崎
に い さ き

丸は、定置網の揚網作業中、甲板員１人が揚網機

に巻き込まれて死亡した。 

事故調査の経過  平成２８年２月５日、本事故の調査を担当する主管調査官（神戸事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 第十一新井崎丸、１９トン 

 ＫＴ２－１０２３（漁船登録番号）、有限会社新井崎水産 

 ２２.１３ｍ×５.１８ｍ×１.８０ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、４００kＷ（漁船原簿謄本による）、平成３年６月

２４日 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ６２歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日 昭和５６年７月２８日 

  免許証交付日 平成２４年６月２７日 

         （平成３０年３月２７日まで有効） 

甲板員Ａ 男性 ２４歳 

 死傷者等 死亡 １人（甲板員Ａ） 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北東、風力 ２、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 上げ潮の中央期 

 事故の経過  本船は、船長及び甲板員Ａほか１２人が乗り組み、若狭湾西部に３

か所設置した定置網で漁獲物を捕獲する目的で、平成２８年２月３日

０６時３０分ごろ新井漁港を発し、０７時５０分ごろ２か所目の京定

第２３号と称する定置網に到着して船首を北西に向け、漁獲物の捕獲

の位置についた。 

 本船は、漁獲物の捕獲に際し、定置網の周囲に沿って張られた固定

ワイヤに取り付けられている索（直径約２６mm、長さ約１２０ｍの化
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学繊維製索、以下「さかやり」という。）を、左舷側の船首尾でそれ

ぞれ１本、合計２本を取り、さかやりを操作する甲板員（以下「やり

つかい」という。）として船首尾に各１人を配置していた。 

本船は、落とし網に集まった魚を捕獲する目的で船長と甲板員等を

左舷側に並べて配置し、船首尾の各さかやりを引いて左舷方へ横移動

し、また、船長と甲板員等が引き綱により落とし網を引き寄せてい

た。 

 本船は、魚の積込み位置に到達すると、やりつかい
．．．．．

の操作する船首

尾のさかやりによって固定され、舷側に並んだ甲板員が落とし網に集

められたいか
．．

を船首側へ、その他の魚を船尾側に集める仕分けを行っ

た。 

本船は、漁獲物の仕分けが終わり、魚倉に海水が張られていか
．．

を移

す準備が行われていた０８時２８分ごろ、左舷船首寄りの甲板員の１

人が、いか
．．

をすくうタモ網を取ろうとして右後ろを振り向いたとき、

回転する揚網機に巻き込まれた甲板員Ａを認め、別の甲板員と２人で

甲板員Ａを抱きかかえて揚網機船尾側の甲板上に下ろした。 

 本船は、本事故の発生を知った船長が、直ちに操業の中止を指示

し、船舶所有者に無線で報告して新井漁港に戻った。 

 船舶所有者は、船長から報告を受け、救急車を要請した。 

 甲板員Ａは、救急車により、病院に搬送されたが、死亡が確認さ

れ、死因は外傷性心タンポナーデと検案された。 

（付図１ 事故発生場所概略図、付図２ 一般配置図、付図３ 事故

発生状況概略図、写真１ 揚網機、写真２ 定置網模型 参照） 

 その他の事項  定置網は、３個の囲い網と１個の垣網によって構成され、垣網に沿

って誘導された魚が、運動場と呼ばれる囲い網に入り、漏斗状の網を

抜けて箱網に誘導され、さらに漏斗状の網を通過して落とし網（第２

箱網）に集められていた。 

 捕獲作業は、落とし網の入口である漏斗状の場所に本船を横付けし

て行うものであった。 

 本船は、捕獲作業を終えて定置網から離れる場合、やりつかい
．．．．．

によ

り周囲の固定ワイヤに取り付けられている索（直径約２６mm、長さ約

４０ｍの化学繊維製索、以下「流しやり」という。）を右舷側の船首

尾に各１本取り、さかやりを放し、右舷船首尾に設置された各油圧キ

ャプスタンで流しやりを巻いて右舷側に横移動していた。 

 船長は、作業の責任者として操業の指揮をとっていた。 

 甲板員Ａは、５年以上の定置網漁の経験があり、やりつかい
．．．．．

を任す

ことができる技能があると認められていた。 

 乗組員は、船首の流しやりが揚網機で巻かれていたことを本事故後

に確認した。 

 揚網機等の漁労機器は、油圧式で、捕獲作業を始める前に操舵室に
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ある起動スイッチで一括して起動されていた。 

 揚網機は、接触させた２個のゴムタイヤを回転させて網を引き込む

もので、側面には、網が入る側での作業が危険であること、タイヤの

回転方向を確認して作業することなどの注意事項が表示されていた。 

 本船では、揚網機を海草などが着いて汚れた網を揚げるときだけに

使用しており、流しやりを巻くときは油圧キャプスタンを使用してい

た。 

 揚網機の操作レバーには、誤操作防止用のストッパーがついてい

た。 

 甲板員Ａは、本事故時、ヘルメットをかぶり、作業服、カッパ上下

を着用し、長靴を履き、救命胴衣を着用していなかった。 

甲板員Ａは、本事故当時、健康状態が良好であるように見えた。 

 本船の甲板上は、滑りやすいという状態ではなかった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

不明 

不明 

なし 

 甲板員Ａの死因は、外傷性心タンポナーデであった。 

 本船は、新井漁港北東方沖の定置網において、漁獲物の捕獲作業

中、甲板員Ａが、揚網機に巻き込まれたことから、死亡したものと考

えられる。 

甲板員Ａが揚網機に巻き込まれるに至った状況については、甲板員

Ａが本事故で死亡していることから、明らかにすることができなかっ

た。 

原因  本事故は、本船が、新井漁港北東方沖の定置網において、漁獲物の

捕獲作業中、甲板員Ａが、揚網機に巻き込まれたため、発生したもの

と考えられる。 

参考  本事故後、船舶所有者は、揚網機を１人で操作しないよう、また、

揚網機にカバーをかけ、揚網機の使用方法の指導の徹底を行った。 

 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・漁労機器等を使用目的外の作業に使用しないことが望ましい。 

 ・回転する漁労機器等にはみだりに近寄らないこと。 
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付図１ 事故発生場所概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図２ 一般配置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事故発生場所 

（平成２８年２月３日 ０８時２８分ごろ発生） 

京定第２３号の定置網 

京都府 

若狭湾 

2000m 

新井港防波堤灯台 

伊根町 
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付図３ 事故発生状況概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左舷側に取った索（さかや

り） 

右舷側に取った索（流し

やり） 

揚網機 

油圧キャプスタン 

甲板員Ａ 

本船 

落とし網 
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写真１ 揚網機 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ 定置網模型 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

落とし網 箱網 運動場 

垣網 

操作レバー 
船首側 


